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地域と企業の未来をつくる商工会議所

受賞された皆様、
　　おめでとうございます。

　

１
月
22
日
に
第
34
回
田
善
顕
彰
版
画
展
の
２
次
審
査
が
行
わ

れ
、受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
作
品
数
２
０
３
９
点
の
中
か
ら
２
１
９
点
の
受
賞
作
品
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
以
上
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

《
小
学
生
の
部
》

最
優
秀
賞

須
賀
川
市
立
小
塩
江
小
学
校　

３
年
熊
田　

結
菜

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校　
　

４
年
小
林　

瑛
祁

優
秀
賞　

須
賀
川
市
立
西
袋
第
一
小
学
校
４
年
住
𠮷
く
る
み

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
西
袋
第
二
小
学
校
２
年
安
田　

優
心

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
第
二
小
学
校　
　

４
年
白
川　

花
帆

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校　
　

４
年
小
野
寺
舞
尋

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校　
　

４
年
渡
辺　

朝
陽

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
第
二
小
学
校　
　

４
年
加
古　

拓
也

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
柏
城
小
学
校　
　

４
年
及
川　

和
花

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
長
沼
小
学
校　
　

５
年
遠
藤　

叶
夢

《
中
学
生
の
部
》

最
優
秀
賞

須
賀
川
市
立
小
塩
江
中
学
校　

２
年
吉
田　

蒼
介

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
仁
井
田
中
学
校　

２
年
吉
田　

心
埜

優
秀
賞　

須
賀
川
市
立
長
沼
中
学
校　
　

１
年
菅
野　

隼
人

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
長
沼
中
学
校　
　

２
年
佐
藤　

未
空

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
大
東
中
学
校　
　

２
年
桐
生　

も
も

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
仁
井
田
中
学
校　

２
年
吉
田　

心
咲

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
仁
井
田
中
学
校　

２
年
安
藤　

拓
史

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
第
一
中
学
校　
　

１
年
溝
井　

楓
華

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
小
塩
江
中
学
校　

１
年
吉
田　

悠
也

　
　
　
　

須
賀
川
市
立
岩
瀬
中
学
校　
　

２
年
藤
田　
　

優

　

な
お
、
表
彰
式
は
２
月
４
日
に
行
わ
れ
、
作
品
は
２
月
４
日

（
日
）〜
10
日（
土
）ま
で
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ｔ
ｅ
ｔ
ｔｅ
の
ル
ー

ム
１

－

１
で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

田善賞

第34回田善顕彰版画展
青年部主催
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多
様
な
働
き
方
で
人
手
・
人
材
不
足
へ
対
応

〜
２
０
２
４
議
員
懇
談
会
〜

　

総
務
運
営
委
員
会
（
鈴
木
和
幸
委
員
長
）
主
催

の
２
０
２
４
議
員
懇
談
会
が
１
月
31
日
に
グ
ラ
ン

シ
ア
須
賀
川
に
お
い
て
、
議
員
40
名
出
席
の
も
と

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
昨
今
多
く
の
企
業
が
抱
え

て
い
る
課
題
で
あ
る〝
人
手
不
足
〞に
焦
点
を
あ

て
、「
労
働
力
確
保
に
向

け
た
多
様
な
働
き
方
〜

労
働
市
場
の
多
様
化
と

そ
の
課
題
〜
」
と
題
し

て
、
あ
お
ぞ
ら
社
会
保

険
労
務
士
事
務
所
所
長

の
三
瓶
博
光
氏
か
ら
、

普
及
著
し
い
兼
業
や
副

業
、
ま
た
、
高
齢
者
や

障
害
者
雇
用
を
含
め
た

多
様
な
働
き
方
を
活
か

し
た
労
働
力
確
保
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
鈴
木
和
幸
委
員
長
は
「
労
働
力
確
保
に

向
け
て
、
労
働
市
場
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
、
議
員
の

皆
様
と
学
び
あ
い
、
考
え
る
機
会
と
し
、
企
業
活
動
に
お

け
る
有
益
な
展
望
を
見
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶

し
、
聴
講
者
は
、
自
身
の
企
業
の
課
題
解
決
に
活
か
す
べ

く
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
、
菊
地
大
介
会
頭
に
よ
る
挨
拶
と

鈴
木
成
保
副
会
頭
の
乾
杯
で
新
年
会（
懇
親
会
）が
開
か
れ
、

参
加
者
は
講
演
の
感
想
や
経
営
に
関
す
る
現
状
、
ま
た
、

今
年
の
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

佐
久
間
貴
士
専
務
理
事
の
言
葉
で
閉
会
さ
れ
る
ま
で
、

参
会
者
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

当
所
と
須
賀
川
市
が
主
催
す
る
「
高
校
卒
業
予
定
者

を
対
象
と
し
た
地
元
企
業
説
明
会
」
が
１
月
30
日
に
グ

ラ
ン
シ
ア
須
賀
川
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
須
賀
川
・
岩

瀬
・
石
川
管
内
の
高
等
学
校
４
校
か
ら
３
０
０
名
を
超

え
る
生
徒
と
企
業
40
社
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
は
、
会
場
内
に
企
業
ご
と
の
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
訪
れ
た
生
徒
に
対
し
仕
事
の
内
容
や
会
社
の
魅

力
な
ど
を
紹
介
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
の
合
図

で
説
明
会
が
開
始

さ
れ
る
と
、
参
加

し
た
生
徒
は
会
社

の
概
要
や
仕
事
の

内
容
な
ど
に
つ
い

て
聞
き
入
っ
た
り

熱
心
に
メ
モ
を
取

る
姿
が
見
ら
れ
、

会
場
は
熱
気
を
帯

び
て
い
ま
し
た
。

　

当
所
で
は
、
今

後
も
地
元
に
就
職

を
希
望
す
る
高
校

生
や
学
生
と
企
業

と
の
交
流
を
促
進

す
る
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

講演をする三瓶博光氏

開催にあたって挨拶をする鈴木和幸委員長

熱心に説明を聞く参加者の様子

地
域
の
企
業
を
知
っ
て
も
ら
お
う

〜
高
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
地
元
企
業
説
明
会
〜
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横
断
幕
を
掲
げ
応
援
す
る
参
加
者

「
白
熊
関
」応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

白
熊
関
へ
熱
い
応
援
を
届
け
る

　本市出身の力士「白熊関」を応援する須賀川
後援会の応援バスツアーを当所が担当・企画し、
初場所３日目の１月16日に実施されました。
　当日は後援会会員40名が参加、両国国技館
で熱い応援を届け、白熊関が勝利すると一気に
盛り上がりました。インパクトのある四股名か
ら白熊関の人気は非常に高く、今後ますますの
活躍が期待されます。
　後援会では今後も応援ツアー等の企画を予定
しており、随時会員を募集しています。

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

盛
大
に
鏡
開
き

須
賀
川
新
春
の
集
い

辰
年
を
飛
躍
の
年
に

　当所と須賀川市が主催する令和６年新春の集いが１月４日
グランシア須賀川において開催され、市内の企業及び団体の
代表者ら120名が参加し、今年１年の飛躍を誓いあいました。
　安田喜好副会頭が、１月１日に発生した能登半島地震の被
災者にお見舞いを述べた後、開会を宣言しました。
　その後、橋本克也市長と菊地大介会頭代理の鈴木和幸副会
頭の挨拶、鏡開きがあり、大寺正晃須賀川市議会議長の乾杯
で交歓会がスタートしました。
　参加者は、お互いに１年の抱負を語るなど挨拶を交わし、
飛躍を誓いあいました。
　来賓祝辞、祝電披露などがあり、最後に鈴木成保副会頭の
言葉で閉会しました。

お
雛
様
た
ち
が

皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す

　

２
月
16
日（
金
）か
ら
３
月
３
日（
日
）ま
で
、
中
心
市
街

地
や
周
辺
店
舗
を
会
場
に
「
す
か
が
わ
商
店
街
雛
（
ひ
ゝ

な
）
の
笑
顔
に
会
え
る
ま
ち
」（
当
所
実
行
委
員
会
主
催
）

が
48
店
の
店
舗
・
施
設
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
同
様
、
参
加
各
店
が
お
店
の
業
種
や
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
あ
っ
た
雛
飾
り
で
お
客
様
を
も
て
な
し
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
商
店
街
や
個
店
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
目
的
の
一
つ
で
す
。

　

今
年
度
も
当
所
女
性
会
主
催
の
「
つ
る
し
飾
り
め
ぐ

り
」を
同
時
開
催
い
た
し
ま
す
。女
性
会
手
づ
く
り
の
、
ぬ

く
も
り
と
色
ど
り
豊
か
な
「
つ
る
し
飾
り
」
を
是
非
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

　

開
催
期
間
中
は
、
展
示
店
５
店
巡
っ
て
応
募
す
る
と
抽

選
で
商
品
券
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
各
展
示
店
の
工
夫
を
こ
ら
し
た
飾
り
つ
け
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。応
募
券
付
チ
ラ
シ
は
、
各
展
示
店
等

で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
今
年
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
加
え
て
、「
俳
句
の

街
す
か
が
わ
」
ら
し
く
雛
ま
つ
り
に
因
ん
だ
俳
句
を
募
集

し
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
投
句
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〜
第
20
回
雛（
ひ
ゝ
な
）の
笑
顔
に
会
え
る
ま
ち
〜

能登半島の被災について思いを語る菊地会頭

支援物資を渡し握手を交わす安田副会頭と
                     七尾商工会議所の木下副会頭

能
登
半
島
地
震

被
災
支
援
に
関
す
る
動
き

【
安
田
副
会
頭
自
ら
支
援
物
資
を
輸
送
】

　

１
月
11
日
に
当
所
・
青
年
部
・
法
人
会
青
年
部
会
が

合
同
で
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
５
０
０
枚
を
調
達
し
、
安
田
副

会
頭
自
ら
七
尾
商
工
会
議
所
の
木
下
徳
泰
副
会
頭
に
手

渡
し
ま
し
た
。

【
常
議
員
会
で
の
協
議
】

　

１
月
23
日
に
開
催
し
た
常
議
員
会
で
は
、
冒
頭
の
挨

拶
で
菊
地
会
頭
が
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
被
災
状
況

に
つ
い
て
触
れ
、
同
会
議
の
中
で
旅
館
料
飲
部
会
（
味

戸
雄
二
郎
部
会
長
）
が
各
店
舗
に
募
金
箱
の
設
置
協
力

を
依
頼
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
会
議
所
組
織

一
丸
と
な
っ
て
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

【
募
金
の
ご
案
内
】

　

現
在
当
所
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の
支
援
と
し
て
募

金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



4

ううごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

就
航
を
祝
い
、

く
す
玉
を
割
る
関
係
者
福
島
空
港
と
台
湾
を
結
ぶ
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便

台
湾
便
４
年
ぶ
り
に
運
航

　福島空港と台湾を週２回往復する定期チャー
ター便が１月１６日から就航し、第１便が福島
空港に降り立ちました。台湾との定期チャーター
は、２０１９年以来４年ぶりの就航となります。
　当日は、国際出発ロビーで就航を記念するセ
レモニーが開催され、内堀知事の挨拶や記念品
の贈呈、最後に関係者が一斉にくす玉を割るな
ど定期チャーターの就航を祝いました。
　３月末からは、定期便就航を予定しておりま
す。

挨
拶
を
す
る
菊
地
会
頭

う
つ
く
し
ま
・
ち
ゅ
ら
し
ま
交
流
・
福
島
空
港
利
用
促
進
連
絡
会

福
島-

沖
縄
線
定
期
便
再
開
へ
向
け
て

　福島、沖縄両県の官民連携組織「うつく
しま・ちゅらしま交流・福島空港利用促進
連会」の総会が１月２８日（日）福島空港ビ
ルにおいて両県関係者約５０名の出席によ
り開催されました。
　当日は、菊地会頭が議長となり会議が進
められ、福島空港利用状況の報告や今後の
活動方針などについて報告があり、続けて
両県の交流事業や福島－沖縄線の定期便再
開へ向け、活発な意見交換が行われました。

会
員
企
業
訪
問
の
様
子

小
さ
な
お
悩
み
で
も

　

私
た
ち
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　当所では、日ごろ接点がなく、なかなか
お会いできない会員事業所を対象として、
現在の景況感やお悩み、相談等を聞く「御
用聞き運動」を１月末日まで約３００件の
事業所を対象に行いました。
　期間終了後も相談は随時受け付けていま
す。どんな些細なお悩みでも構いません。
経営をしていく上でお困りのことがござい
ましたら、是非当所までご連絡ください。

御
用
聞
き
運
動
を
展
開

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た
委
員
会

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
運
営
委
員
会

効
果
的
な
説
明
会
を
目
指
し
て

　須賀川地区就職ガイダンス運営委員会
（佐久間貴士委員長）の第３回運営委員会
が１月１８日に運営委員など１４名の参加
のもと開催されました。
　会議では佐久間委員長の挨拶のあと早速
議事に移り、説明会当日の運営などについ
て確認を行いました。
　なお、「自分のやりたいことに出会おう！
就活準備-企業・業界合同説明会－ｉｎすか
がわ」は２月１７日（土）午前１０時より須
賀川市役所を会場に開催します。

会
議
の
様
子

須
賀
川
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

「
新
た
な
発
見
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

　
　

で
き
る
ま
ち
」を
目
指
し
て

　須賀川市中心市街地活性化協議会（菊地
大介会長）の全体会が１月２５日（木）須賀
川市役所会議室において委員他２０名の出
席により開催しました。
　会議では、須賀川市で策定した令和６年
度から令和 11 年度の５年間を計画期間と
する。第３期須賀川市中心市街地活性化基
本計画（案）について、市担当課から説明が
あり、質疑応答や意見等が出され、協議会と
して、計画案を了承しました。

受
講
者
に
向
け
て
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
湯
田
晋
介
氏

事
業
計
画
作
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　１月25日、事業計画作成セミナーが開
催されました。講師は福島県よろず支援拠
点コーディネーターで、中小企業診断士の
湯田晋介氏。
　当日は、経営者自身が計画書を作成でき
ることをゴールに、内外部環境の分析やビ
ジネスモデル構築の方法に加え、販路開拓
など各種目的に応じた補助金制度や昨今の
電子申請時に必須となっている「Gビズ
ID」の取得方法についても学びました。
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

須
賀
川
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
若
手
世
代
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会

自
社
の
価
値
と
は
？

　須賀川まちづくり推進協議会若手世代によるまちづ
くりワーキング委員会の行う「須賀川大学」事業では、
1月25日に商工会館において「成長し続けるための差
別化戦略のススメ～自社分析編～」を開催しました。
　当日は参加者それぞれが他社との差別化を考えるう
えで、まずビジネスモデルキャンバスを活用した自社
分析を行い、改めて自社の優位性を可視化し理解を深
めました。次回はこの強みをより伸ばすために、より深
堀するワークショップを開催する予定です。

うごき
会議所会議所の

うごき
会議所の

菊
地
会
長
か
ら
激
励
を
受
け
る
署
員

須
賀
川
地
区
警
察
官
友
の
会

剣
道
大
会
特
別
訓
練
開
始
式
を
激
励
訪
問

　須賀川地区警察官友の会（菊地大介会長） 
は、1月 11日須賀川警察署を訪問し、1月
31日に開催される剣道大会の特別訓練開始
式にあたり、激励金と激励品を贈りました。 
　開始式では、赤松署長の訓示に続いて菊
地会長から「今回が年度内最後の特別訓練
とのことで今回の大会のみならず、来年度
の各種大会につながる実りある訓練になる
ようご祈念申しあげます」との激励の言葉
が述べられました。

茨
城
を
楽
し
ん
だ
み
て
歩
き
会

運
輸
観
光
部
会

茨
城
の
小
旅
行
を
満
喫

　運輸観光部会（樫村聡部会長）主催の「わ
がふるさと須賀川のうちそとみて歩き会」
が１月２３日に、多くの会員事業所の参加
のもと開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、茨城県のひたち
なか市周辺エリアを中心に買い物や観光を
楽しみました。
　この事業を通して会員間の親睦を深める
ことができ、参加者も小旅行を満喫してい
る様子でした。

女
性
会
新
春
会
員
懇
談
会

笑
顔
で
飛
躍
を
誓
う
参
加
者

新
年
の
抱
負
を
語
り
交
流
を
深
め
る

　女性会（郡部美智子会長）の新春会員懇談会が
１月２２日に割烹万松において開催され、会員
約３０名が参加しました。郡部会長の挨拶の後、
会員の松本氏による「詩吟」、郡部会長、鈴木京子
副会長、星佐渡子委員長による「謡曲」が披露さ
れました。また豪華賞品が当たる各種アトラク
ションも開催され、会場には満面の笑みが溢れ
ました。会員相互の絆をさらに深める絶好の機
会となり、今年一年の飛躍を誓い合いました。

挨
拶
を
す
る
安
田
委
員
長 す
か
が
わ
商
工
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

「
す
か
が
わ
商
工
フ
ェ
ス
タ
」を
振
り
返
る

　すかがわ商工フェスタ実行委員会（安田喜
好委員長）の第４回実行委員会が１月１５日
に商工会館において開催されました。
　会議では事務局より出展企業を対象とした
アンケートの集計結果が報告された他、当日
の対応について出席者から「出展して良かっ
た」「ブースの配置など次年度検討しては」と
いった意見も出されました。これらの意見を
参考に、次年度どのような内容で開催するか、
実行委員では検討を進めてまいります。

概
要
説
明
に
耳
を
傾
け
る
参
加
者

工
業
部
会

企
業
の
研
鑽
を
深
め
る
機
会
に

　工業部会（石井廣文部会長）による「部
会員企業視察会」が１月１６日に１２名の
参加のもと開催されました。
　今回はトキワ印刷㈱を訪問し、企業概要
説明を受けた後、工場見学を行いました。
終了後は質疑が行われ、参加者から工場の
設備や新事業、人材育成など様々な視点で
質問が寄せられるなど、充実した視察会と
なりました。
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※相談会は全て事前予約制となります。
※予約やご不明な点などございましたら、中小企業相談
所経営指導課までご連絡ください。TEL 76ｰ2124

　日頃抱えている様々な問題や課題解決のため、各種
相談会を開催していますので、ぜひご利用下さい。

　原油価格や物価高騰がもたらす県内事業者への
影響を緩和することを目的に、LED照明、空調設備、
電気冷蔵庫・冷凍庫、BEMS（ビルエネルギーマネー
ジメントシステム）等の省エネルギー効果の高い設
備への更新又は導入に要する経費の一部を補助す
る【物価高騰対応型】「事業者向け省エ
ネ設備更新事業補助金」の公募受付が
開始されました。

【 日本政策金融公庫 金融相談会 】※毎月第2水曜日
◇２月14日（水）10:00～12:00【商工会館会議室】

【 事業承継個別相談会 】
◇３月７日（木）  10:00～15:00【商工会館会議室】

【 法律相談会 】
◇ 随時受付【須賀川法律事務所】

無料定例相談会のご案内 福島県【物価高騰対応型】

事業者向け省エネ設備
更新事業補助金

令和６年１月２２日（月）～令和６年３月２９日（金）まで

マル経資金の
　　 ご案内

車両や機械の購入、店舗改装、諸経費の支払いなど、事業資金のお借り入れは低金利、無担保、無保証人の
マル経資金をご活用ください。現在の金利は1.20％固定金利
【借入限度額】2,000万円　【返済期間】運転資金→７年以内（最長１年の据置可能） 設備資金→10年以内（最長２年の据置可能）

※2/1現在

中小企業相談所コーナー

　

当
所
で
は
、
申
告
期
限
に
あ
わ
せ
て
個
別
指
導
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

  

確
定
申
告
個
別
指
導
会
の
ご
案
内

〈
日
時
〉※

土
日
は
除
く

●
所
得
税
・
消
費
税　

　
　

令
和
６
年
３
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
場
所
〉

●
須
賀
川
商
工
会
館
会
議
室

  

税
務
署
か
ら
の
送
付
物
の
お
知
ら
せ

申
告
書
用
紙
に
代
え
て
『
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
』

が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
所
個
別
指
導
会
に
お
越
し

の
際
に
は
、「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
は
が
き
も
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

決
算
書
・
申
告
書
等
の
用
紙
が
必
要
な
方
は
、
国
税
庁

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
出
力
い
た
だ
く
か
、
事
前
に
税
務
署
に
て
用

紙
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
い
て
か
ら
（
当
所
に
用
紙
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）
お
越
し
く
だ
さ
い
。

    

令
和
５
年
分
申
告
・
納
付
期
限

●
所
得
税　

令
和
６
年
３
月
15
日（
金
）

●
消
費
税　

令
和
６
年
４
月
1
日（
月
）

所
得
税
、消
費
税
及
び

　
　
　
　

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

令
和
５
年
分
の

  

申
告
書
類
提
出
先

　

須
賀
川
税
務
署

  

令
和
５
年
分
確
定
申
告
に
係
る

　
　
　
　
　

振
替
納
税
の
場
合
の
振
替
日

●
所
得
税　

令
和
６
年
４
月
23
日（
火
）

●
消
費
税　

令
和
６
年
４
月
30
日（
火
）

※

２
〜
３
日
前
ま
で
に
預
金
残
高
を
ご
確
認
い

た
だ
く
な
ど
し
て
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  
指
導
会
に
お
け
る
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

●
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
方
や
体
調
の
す
ぐ

れ
な
い
方
は
、
無
理
を
せ
ず
に
、
後
日
あ

ら
た
め
て
来
場
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。　

●
状
況
に
よ
り
混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
マ
ス
ク
の
着
用
等
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
に
留
意
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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対象事業者…
●市内に本社、支店、営業所がある中小事業者
●市内で事業を営む個人事業主（農業以外）
●令和５年12月31日以前から操業しており、今後も営業継続の意思があること

支援内容…[　]内は従業員数
[0 ～ 9 人 ] 3万円 [10～１9人] 6万円　[20～29人]10万円
[30～39人]15万円 [40～49人] 20万円 [50人以上]25万円

申請回数…申請期間内（令和６年１月５日から令和６年２月29日まで）で１回のみ
申請方法…第３弾の支援金を
●「受給した事業者」→第１号様式（継続申請事業者用）１月上旬に市役所から個別案内有
●「受給してない事業者」→第２号様式（新規申請事業者用）
様式は市ホームページからダウンロード又は下記問い合わせ先で配布している
ものをご使用ください。（市ホームページ：トップページ▶事業者の方▶原油価格・
物価高騰支援▶物価高騰対策重点支援金（第４弾））下記宛に郵送してください。
申請先…〒962-8601須賀川市八幡町135番地 須賀川市商工課宛
お問合せ先…
須賀川市役所商工課☎0248-88-9143　須賀川商工会議所☎0248-76-2124

当紙の表紙及び魅力発信のコーナーで事業所や商品のＰＲをしてみませんか。
ご連絡いただければ取材にお伺いします。お気軽にどうぞ！（お問合せ先：総務課☎76－２１２４）

掲載事業所募集中!

物価高騰等対策重点支援金
申請は

２/29まで！

●事業のPRをお願いします
　現在、居酒屋の「良酔」のほかに「よってけ Bar YOLO.」と
「ZYNX(ジンクス )」というバーもやっています。
　良酔で美味しいお酒と料理を楽しんだ後に是非カラオケやダー
ツを楽しみに来てください。
　これからも20 代の若い力で須賀川を盛り上げていきます。

　飲食事業での新規店舗の出店は
もちろんのこと、地域やジャンルに
捉われずに幅広く色んな事にチャレ
ンジしていきたいと考えています。
　様々な事にチャレンジする時も
「愛とありがとう」をモットーに突
き進んでいきます。

●お仕事をする上で気をつけている点は
　まずは衛生面です。生ものを扱うのでこまめな手洗いは勿論、
定期的にアルコール除菌、まな板も用途により使い分け、お客
様に安心して安全にお食事していただける様気を付けています。
　料理やお酒が美味しいのは当然ですが、その中にも発見や驚
き、お酒と料理の組み合わせ、その時だけの特別メニューなど、
お客様が何かひとつでも楽しかった、良かったと思っていただけ
る様に日々心掛けています。
　その中でも特に心掛けているのが「愛とありがとう」です。
　お客様に対しては当然、スタッフや業者の方など関わっている
方々皆様に愛を持って接する事で、良い接客や快適な空間を提
供出来ると思っています。
　またお客様や働いてくれるス
タッフ、生産者の方や業者の方
などに対し感謝の気持ちを忘れ
ずに寄り添った心と敬意を持つ
事が、仕事をする上でも人とし
ても大切だと思っています。

●今後の展望・展開は

●事業の紹介をお願いします

良酔
よよい

内山 翔太 さん
〒962-0842 須賀川市宮先町６１-１ 竹内ビル2階
tel.0248 - 83 -0366　
営業時間▶17:00～25:00　定休日▶月曜日

▲店舗看板▲店舗看板

▲握りずし▲握りずし

▲刺し盛り▲刺し盛り

インフォメーション 16日㈮

17日㈯
19日㈪
20日㈫
25日㈰
28日㈬

1日㈮

庶業部会常任委員会（商工会館）
庶業部会主催「健康経営セミナー」（商工会館）
庶業部会員懇談会（ホテルサンルート須賀川）
青年部OB会新年会（ホテルサンルート須賀川）
雛の笑顔に会えるまち（～3/3）（中心商店街他）
自分のやりたいことに出会おう！就活準備・企業・業界合同説明会 inすかがわ（市役所庁舎）
第617回常議員会（商工会館）
会員交流パーティー（ホテルサンルート須賀川）
第166回日商簿記検定試験（商工会館）
須賀川商工会議所女性会文化委員会
「第11回須賀川つるし飾りめぐり」（須賀川市立博物館）
運輸観光部会主催事業主・従業員のための講習会「初心者からでも大丈
夫、今から実践可能なSNSを活用しての人材獲得セミナー」（商工会館）
運輸観光部会関係団体との交流会（和食ダイニング和可松）
確定申告個別指導会（商工会館）

5日㈪

8日㈭

11日㈰
14日㈬

15日㈭

デジタル・IT 化支援センターセミナー
「デジタル化事例活用術セミナー」（商工会館）
青年部 第11回役員会（商工会館）
須賀川地区経営者協会・財務金融部会主催

「新春経済講演会」（グランシア須賀川）
旅館料飲部会常任委員会（仮）（商工会館）
青年部 新春懇談会（グランシア須賀川）
第230回珠算能力検定試験（商工会館）
日本政策金融公庫金融相談会（商工会館）
財務金融部会常任委員会（商工会館）
工業部会常任委員会（商工会館）
建設部会常任委員会（商工会館）
旅館料飲部会常任委員会（商工会館）

2
月

3
月

　宮先町にある隠れ家風の居酒屋です。メニューとしては
海鮮や寿司を主に扱っており、中でも鮮度抜群の状態で仕
入れた生マグロの赤身や中トロ、大トロがおすすめです。
他にも九州の郷土料理である胡麻鯖をアレンジした胡麻カ
ンパチ、鹿児島から直送のさつま知覧鶏を使った鶏のタタ
キなど日本酒や焼酎に合う旬の魚や野菜を使ったが豊富な
料理を提供しています。
　深夜まで営業して
おり、友人や家族、
恋人や会社での打ち
上げなど、如何なる
シチュエーションでも
ご利用いただけます。
　また、ご連絡いた
だければ、コース料
理や宴会、お弁当や
テイクアウト等柔軟
に対応致します。



8

発行所/須賀川商工会議所　〒962－0844 福島県須賀川市東町59－25　TEL(0248)76－2124(代)　FAX(0248)76－2127

印　刷　(有)和田印刷〒962-0057福島県須賀川市袋田字守子92-8　TEL0248-75-2256
ホームページ　　　　　　　　　で　　　　　E-mail skgwcci01＠sukagawacci.or.jp　 Twitter公式アカウント@sukagawacci須賀川商工会議所 検索

「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。「健康経営®」は、特定非営利活動法人健康経営研究会の登録商標です。

全国商工会議所早期景気観測調査 2024 年 1月の動向

業況DIは、人手不足や物価高等で力強さ欠き、悪化
先行きは、国内需要の停滞懸念とコスト増で厳しい見方LOBO調査

● 全産業合計の業況DIは、▲11.4（前月比▲3.0ポイント）
● 小売業は、５類移行後初めての年始を迎え、初売り等の特需がけん
引し、改善した。一方、サービス業は、新年会需要は堅調なものの、
深刻な人手不足で需要に対応が追い付かず、悪化した。また、卸売
業は、買い控えによる日用品・飲食品関係の引き合い低迷で悪化
し、製造業は、飲食品関係の受注減や、自動車関係の一部生産停滞
で悪化した。建設業も住宅関係の民間工事を中心に弱含んでいる。

● 物価高や賃上げによるコスト増、深刻な人手不足、価格転嫁対応な
ど、長期化している経営課題は多い。加えて、元日に発生した能登
半島地震による物流やサプライチェーンへの影響も重なり、中小企
業の業況は悪化となった。

業況の推移DI （※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合）

住宅関係を中心に民間工事の受注不振が続く中、資材価格の高止まりによるコスト増も重荷となり、悪化。
技術者を中心に深刻な人手不足にあり、４月からの働き方改革関連法の施行に向けた対応に苦慮する声
が聞かれた。

包装資材や輸送費の高騰でコスト増が継続する中、消費者の買い控えによる日用品・飲食品関係の引き
合い減少や、一部自動車関係のサプライチェーン停滞による企業間取引の減少で、悪化。

消費者の買い控えは長期化しており、専門小売店や商店街では売上低下が継続しているものの、初売り
の特需で売上が好調な百貨店がけん引し、改善。賃上げ原資確保に向け、労務費・電気代等の価格転嫁
を課題とする声が聞かれた。

新年会需要やインバウンド需要の回復により飲食業を中心に客足は堅調なものの、電気代や人件費の高
騰によるコスト増に加え、深刻な人手不足で需要に対応が追い付かず、悪化。

※DI値（景況判断指数）について
DI 値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で
景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景況感の相対的な広がりを意味する。
DI＝（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

電気代や円安基調による輸入部材の高騰でコスト増が続く中、好調であった自動車関係の一部生産停滞
や消費者の買い控えに伴う飲食品関係の受注減で、悪化。能登半島地震によるサプライチェーン停滞の
影響を訴える声も聞かれた。

建 設 業

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サービス業

業
種
別
の
動
向

概　　　　況

全 産 業

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

9月

▲ 9.0

▲16.5

▲ 8.5

▲19.7

▲ 9.2

　0.2

2023年

8 月

▲ 8.9

▲18.8

▲ 5.6

▲22.6

▲12.7

　3.4

10月

▲10.5

▲14.3

▲ 9.3

▲20.6

▲16.0

　0.0

11 月

▲9.7

▲11.7

▲10.2

▲12.0

▲18.7

　0.2

12 月

▲ 8.4

▲11.0

▲ 8.1

▲ 6.9

▲20.8

　2.4

2024年

1月

▲11.4

▲12.3

▲13.4

▲10.4

▲16.2

▲ 5.2

2~4月

▲13.8

▲15.5

▲13.8

▲18.6

▲14.7

▲ 9.7

先行き見通し


